
　正の実数が



を満たすとする。このとき  



の値は ア であり，  



の値の１

整数部分は イ である。また，      の値の整数部分は ウ となる。

　実数が



を満たすとする。




は エ のとき最小値をとる。また，２





  が成り立つとき， の値は オ となる。

　整式   をで割ると余り，で割ると余る。   を    で割ったときの３
余りは カ である。さらに   を


   で割ると余るとすると，   を


     で割っ

たときの余りは キ である。

　種類の数字，，，から重複を許して個取る組合せの総数は ク であり，４

そのうち，，，，をそれぞれ個以上取るような組合せの総数は ケ である。

また，種類の数字，，，を重複を許して使ってできる桁の整数のうち，，，をそれぞれ

個以上使うものの総数は コ である。

　面積がである三角形について，辺をに内分する点を，辺をに内分す５
る点をとおき，直線と直線の交点をとおく。三角形の面積は サ である。また，

をとを用いて表すと シ  ス となる。直線と直線の交点を

とおくとき，三角形の面積は セ となる。

　  ，   
  

 
 ，，，… によって定められる数列  について考える。このと６

き   ソ である。また，
 

 
  とおくとき，   を  の式で表すと    タ となる。

  の一般項は   チ である。
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　を以上の定数とし，放物線  のの部分とつの直線，，７
で囲まれた部分の面積をとする。ただし，囲まれた部分がつ以上ある場合は，それらを

合計した面積をとする。

　のとき，の値を求めよ。

　のとき，をを用いて表せ。

　の値を最小にするの値と，の最小値を求めよ。
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